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１ はじめに 

 平成３０年３月、スポーツ庁が「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」を

策定した。千葉県は平成３０年６月に「安全で充実した運動部活動のためのガイドライン」

を改訂し、それらを受けて習志野市教育委員会では、国や県の方針に則り、「習志野市運動

部活動ガイドライン」を策定した。 

 学校においては、従前行われてきた指導方針や練習方法を安易に継承するのではなく、特

設クラブ活動に対する意識を改革し、練習時間の在り方や休憩時間の取り方等、多方面から

検証することが必要であり、特に、科学的なトレーニングの積極的な導入等により、短時間

で効果の得られる合理的でかつ効率的・効果的な指導の実施が求められている。このことを

踏まえ、特設クラブ活動を持続可能なものにし、袖ケ浦東小学校の子どもたちが、生涯にわ

たって豊かなスポーツライフを実現する資質・能力を育むことができるよう期待する。 

 

２ 学校教育における特設クラブ活動の位置付けと意義 

（１） 特設クラブ活動の位置付け 

   特設クラブ活動は、特別活動のクラブ活動の発展として、学年と期間を限って「陸上

運動」「ミニバスケットボール」「サッカー」「駅伝」に、教員等の指導の下、参加する

活動であり、より高い水準の技能や記録に挑戦する中で、スポーツの楽しさや喜びを味

わい、学校生活に豊かさをもたらす役割を果たしている。 

 

（２） 特設クラブ活動の意義 

○ スポーツの楽しさや喜びを味わい、生涯にわたって豊かなスポーツライフを継

続する資質や能力を育てる。 

○ 体力の向上や健康の増進につながる。 

○ 体育科の教育課程内の指導で身に付けたものを発展、充実させたり、活用させた

りするとともに、特設クラブ活動の成果を学校の教育活動全体で生かす機会とな

る。 

○ 自主性、協調性、責任感、連帯感などを育成する。 

○ 自己の力の確認、努力による達成感、充実感をもたらす。 

○ 互いに競い、励まし、協力する中で友情を深めるとともに、学級や学年を離れて

仲間や指導者と密接に触れ合うことにより学級内とは異なる人間関係の形成につ

ながる。 

このように、特設クラブ活動は、学校の教育課程での取り組みとあいまって、学校

教育が目指す「生きる力」の育成を実現させる役割を果たしていると考えられる。よ

って、学校全体として、特設クラブ活動の指導・運営に係る体制を構築する必要があ

る。 

 

３ 適切な運営のための体制整備 

 安全で充実した特設クラブ活動運営のために、以下のような方針をもとに体制の整備を
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行う。また、運営に当たっては、学校、児童、保護者が連携し、合意形成のもと成立するも

のである。 

（１）特設クラブ活動の方針の策定等 

   ア 袖ケ浦東小学校は、スポーツ庁の「運動部活動の在り方に関する総合的なガイド

ライン」及び、千葉県の「安全で充実した運動部活動のためのガイドライン」、「習

志野市運動部活動ガイドライン」を参考に、「袖ケ浦東小学校特設クラブ活動ガイ

ドライン」を策定する。 

   イ 特設クラブ顧問は、「袖ケ浦東小学校特設クラブ活動ガイドライン」に則り、「学

校の特設クラブ活動に係る活動方針」を策定する。また、特設クラブ顧問は、活動

期間の計画（活動日、休養日及び参加予定大会日程等）を作成し、校長に提出する。 

ウ 特設クラブ顧問は、イの活動方針及び各特設クラブの活動計画等を公表する。ま

た、「学校の特設クラブ活動に係る活動方針」については、毎年度見直しをする。 

エ 校長は、上記ウに関し、特設クラブ活動において活動方針・計画の策定等が効率

的に行えるよう、簡素で活用しやすい様式の作成等を行う。 

オ 全職員が特設クラブ活動の意義を理解するとともに、情報を共有し、学級担任と

顧問、顧問同士が相互に理解・支援し合うなど、組織的に取り組む。 

カ 顧問は、学校の教育目標、学校規模、特色等を活かすとともに、児童のニーズや

保護者の意向を参考にして指導方針を設定する。 

キ 保護者や地域の方に積極的に情報を発信し、理解を得て、互いに連携しながら活

動できるよう工夫する。 

 

 （２）指導・運営に係る体制の構築 

   ア 校長は、児童や教職員の人数を踏まえ、内容の充実、児童の安全の確保、教師の

長時間勤務の解消の観点から、円滑に特設クラブ活動を実施できるよう、適正な数

の特設クラブ活動を設置する。 

   イ 校長は、特設クラブ顧問の決定に当たり、校務全体の効率的・効果的な実施に鑑

み、適切な校務分掌となるよう留意するとともに、学校全体としての指導・運営に

係る体制の構築を図る。 

   ウ 校長は、活動期間の計画及び活動実績の確認等により、各特設クラブの活動内容

を把握し、児童が安全にスポーツ活動を行い、教師の負担が過度とならないよう必

要に応じて指導・是正を行う。 

    

４ 合理的でかつ効率的・効果的な活動の推進のための取組 

（１）適切な指導の実施 

   ア 校長及び特設クラブ顧問は、「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライ

ン」（平成３０年３月スポーツ庁）や「安全で充実した運動部活動のためのガイド

ライン」（平成３０年６月千葉県教育庁教育振興部）、本ガイドラインに則り、児童

の健康管理や事故防止に万全を尽くすとともに、体罰やハラスメントの根絶を徹

底する。 
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   イ 特設クラブ顧問は、スポーツ医・科学の見地からは、トレーニング効果を得るた

めに休養を適切にとることが必要であることや過度の練習がスポーツ障害・外傷

のリスクを高め、必ずしも体力・運動能力の向上につながらないこと等を正しく理

解する。 

また、児童が生涯にわたってスポーツに親しむ基礎を培うことができるよう、児

童とコミュニケーションを十分に図り、児童がバーンアウトすることなく、活動を

続けていけるよう留意する。さらに、競技種目の特性等を踏まえた科学的トレーニ

ングの積極的な導入等により、短時間で効果が得られる合理的でかつ効率的な指

導を行うことができるよう努める。併せて、養護教諭等と連携・協力し、発達の個

人差や女子の成長期における体と心の状態等に関する正しい知識を得た上で指導

を行う。 

 

（２）特設クラブ顧問（指導者）の役割 

  ア 児童に関わること 

   ・実技・技術指導        ・児童生徒理解      ・生活指導 

   ・健康管理、事故防止      ・学習支援 

  イ 外部との調整に関わること 

   ・大会、練習試合等の引率    ・保護者との連携 

   ・活動期間計画作成       ・外部指導者との連携 

  ウ その他 

   ・施設、用具の管理と安全点検  ・集金があった場合の適正管理 

 

（３）体罰の根絶等 

   体罰は学校教育法で禁止されていることはもとより、人権尊重の精神に反し、絶対に

許されないことである。特設クラブ顧問は、勝利至上主義に偏るあまり、児童の人格を

傷つける言動や体罰を厳しい指導者として正当化することは決してあってはならず、

校長は、全職員で共通理解のもと、体罰の根絶を徹底する。 

   また、パワーハラスメントやセクシャルハラスメントによって児童の人格や尊厳を

不当に傷つけることがないよう併せて配慮する。 

 

５ 適切な休養日等の設定 

 （１）適切な活動時間等 

   特設クラブ活動における休養日及び活動時間については、成長期にある児童が、運動、

食事、休養及び睡眠のバランスのとれた生活を送ることができるよう、スポーツ医・科

学の観点からジュニア期におけるスポーツ活動時間に関する研究も踏まえ、次の枠内

を基準とする。 
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○活動時間 

 平日の練習時間は３０分～２時間程度、週末及び学校の休業日については３時間程度¹

（準備や片付け、移動時間等は含まない）とし、できるだけ短時間に合理的でかつ効率的・

効果的な活動を行う。また、児童が安全に帰宅できるよう、日没時間を考慮して練習時間

を決定する。なお、これを超えて活動する場合であっても、その前後の活動時間を短縮す

ること等により、過度にならないよう留意する。 

○休養日 

 学期中は、平日に１日以上、週末に１日以上の、少なくとも週当たり２日以上の休養日

を設けることを基準とする。平日に休みをとらない場合は、週末を休みにする。週末に大

会等に参加した場合は、平日に休養日を振り替える。 

 長期休業中は、学期中の休養日の設定に準じた扱いとするが、児童が十分な休養を取る

ことができるよう、まとまった休養期間を設ける。 

○その他 

 繁忙期については、学校、児童、保護者が連携し、合意形成を図る。ただし、本ガイドラ

インの趣旨を踏まえて、児童や特設クラブ顧問の過度の負担にならないように十分に配慮

し、校長の許可のもと、計画的に実施することを条件とする。 

 

１ 活動時間については、「スポーツ医・科学の観点からジュニア期におけるスポーツ活動時間につい

て」（平成２９年１２月公益財団法人日本体育協会）において、研究等が競技レベルや活動場所を限

定しているものではないことを踏まえた上で、「休養日を少なくとも１週間に１～２日設けること、

さらに、週当たりの活動時間における上限は、１６時間未満とすることが望ましい」ことが示されて

いる。 

  

（２）地域や学校の実態を踏まえた工夫 

   休養日及び活動時間等の設定については、効率的・効果的な特設クラブ活動の推進に

向け、地域や学校の実態を踏まえ、学校全体の特設クラブ活動休養日を設けることや、

週間、月間での活動頻度・時間の目安を定める等の工夫が考えられる。 

 

６ 児童のニーズを踏まえたスポーツ環境の整備 

 （１）児童のニーズを踏まえた特設クラブの設置 

    児童の運動・スポーツに関するニーズは、競技力の向上以外にも、友達と楽しめる、 

適度な頻度で行える等多様である中で、現在の特設クラブ活動が、女子や障害のある 

児童等も含めて、多様なニーズに応じた活動を行うことができるように配慮する。 

 

 （２）地域との連携等 

   ア 校長は、児童のスポーツ環境の充実の観点から、学校や地域の実態に応じて、地

域のスポーツ団体との連携、保護者の理解と協力、民間事業者の活用等による、学

校と地域が共に子どもを育てるという視点に立った、学校と地域が協働・融合した

形での地域におけるスポーツ環境整備を進める。 
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   イ 学校は、学校管理下ではない社会教育に位置付けられる活動については、各種保

険への加入や、学校の負担が増加しないこと等に留意しつつ、児童がスポーツに親

しめる場所が確保できるよう、学校体育施設開放事業を推進する。 

   ウ 校長は、学校と地域・保護者が共に子どもの健全な成長のための教育、スポーツ

環境の充実を支援するパートナーという考え方の下で、こうした取組を推進する

ことについて、保護者の理解と協力を促す。 

 

 （３）外部指導者との連携 

       学校においては、トップアスリートを目指す児童から、スポーツ活動を楽しみたいと

いう児童まで、特設クラブ活動に対して求める内容は多岐に渡っている。学校では、こ

のような願いに応え、児童にとって有意義な特設クラブ活動にするため、外部指導者の

協力も検討する。 

 

     《外部指導者活用上の留意事項》 

   ア 外部指導者は、学校の方針に従って指導面の一翼を担えるよう、特設クラブ活動

の指導に当たる。外部指導者を活用する際には、必ず活動当初に、学校や特設クラ

ブ活動の運営方針を確認し合う機会を設ける。 

   イ 外部指導者は、練習計画の相談や連絡、児童に関する情報など、顧問との協働体

制を密にしておくことが大切である。 

   ウ 外部指導者が大会や校外への練習等に単独で引率することはできない。なお、大

会のベンチ入りや審判等については、その競技における運営団体の指示に従う。 

   エ 児童の理解に基づく指導や安全の確保、事故防止などは、外部指導者も学校教職

員と同様の対応が必要である。 

 

 （４）保護者との連携 

   特設クラブ活動を充実させるためには、保護者からの理解や協力を得ることが不可

欠となる。特設クラブ活動に対する保護者の考え方も様々であり、保護者に特設クラブ

活動を正しく理解してもらうため、必要に応じて文書の配付や練習見学会等を行う。 

 

《連携を深める方策例》 

 ア 特設クラブ活動について、活動開始前に保護者に文書を配付し、周知を図る。 

 イ 大会、練習試合は、校長が把握し、事前に保護者の承諾を得る。 

 ウ 必要経費等の集金があった場合には、文書で知らせるとともに、保護者の負担軽

減を図る。 

 エ 活動期間の活動予定や練習計画の文書等を配付する。 

 オ 傷病時には必ず保護者に連絡し、適切な対応を行う。 

 

７ けがや事故の防止 

  特設クラブ活動は、体を動かす活動が中心のため、けがや事故が起きる可能性が高いと

言える。また、児童の能力や目標に応じて、より高い水準の技能や記録を目指すことから、
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思わぬ事故が起きる場合もある。けがや事故を防ぐためには、顧問が指導技術を高めること

はもちろんだが、各児童の発達段階や体力、技術の習得状況等を把握し、児童にとって無理

のない練習となるよう留意するとともに、その日の環境条件や児童の体調等の確認が必要

となってくる。また、大会での入賞や試合での勝利が目標の一つになることが多いため、心

身に負担のかかる練習も行われることがある。その際、体調等が優れない場合は、顧問に申

告できる雰囲気づくりが必要である。特に近年の温暖化による熱中症¹への対応は、十分な

知識と正確な対応が必要である。 

 

８ おわりに 

 本ガイドラインは、児童の視点に立った、学校の特設クラブ活動改革に向けた具体の取組

について示すものである。 

今後、国や県からの通知及び伝達等により、必要に応じて見直していくこととする。 

  

 

 

【引用・参考文献等】 

・スポーツ庁（2018.3）「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」 

・千葉県教育委員会（2018.6）「安全で充実した運動部活動のためのガイドライン」 

・習志野市教育委員会（2018.12）「習志野市運動部活動ガイドライン」 

 

 

 

 

１ 熱中症は、気温・湿度などの環境条件に配慮した運動実践や、こまめに水分を補給し休憩をとるこ

と、児童生徒等への健康観察など健康管理を徹底することによって防止できる。また、万が一発症し

た場合でも、迅速かつ適切な措置をとることによって回復できる疾病である。 

  「熱中症を予防しよう－知って防ごう熱中症－」（独立行政法人日本スポーツ振興センター）等を

参考に予防に努める。 

 


